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上澣（じょうかん）=月の初めの10日間

※新屋敷=地元では新邸と表記

納所、新邸、日畑の氏神であった御﨑神社は、昔「 艮
うしとら

御
おんざきしゃ

前社」といい、本社吉備津神社の守
護神として祀られた古社。明治43年に吉備津神社に合祭され、その跡地として今も氏子が整備し
ている。吉備津神社の神苑にある宇賀神社がそれである。（きびのさとNo.113より）

宇賀神社

文化11年（1814）

明治43年（1910）


